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［資　料］
第 23 回・第 24 回 
総合学術文化学会学術研究会の報告
編集：千　波　玲　子
　平成 30 年 11 月 24 日に開催された第 23 回総合学術文化学会学術研究会、



























































































































　ウィリアム・シェイクスピア（1564-1616）作、『冬物語』5 幕 3 場のク
ライマックスでは、「それではまず、信じる力を目覚めさせていただかね



















































　俳句がドイツ語圏で初めて紹介されたのは、1894 年（明治 27 年）のこ
とであった。日本学者のカール・フローレンツ（1865-1939）が、ライプツ
ィヒのアメラング社から『東洋からの詩人の挨拶 　 日本文学』（“Dich-
















　　Tis the first snow―／Just enough to bend／The gladiolus leaves!
 （W・G・アストン）








































ルトの訳句で見てみよう。Da, der alte Teich―（五）／es hüpfte ein 






















２．スペイン語 arte およびロマンス諸語 arte 相当語における文法性
　スペイン語以外のロマンス諸語において、ラテン語の女性名詞 ars に由










arte の文法性 単　　　数 複　　　数













パス CREA（Corpus de referencia del español actual）を用いて、現代スペ
イン語における arte の使用実態を調査した。複数形では、定冠詞のみで
性別の判断が可能であるので、‘los artes’／‘las artes’ という語列で検索を
行った結果、‘los artes’ は 2 種類の文書に 5 回出現したが、‘las artes’ は
184 種類の文書に 665 回出現し、arte は複数形においては圧倒的に女性名
詞として使われることが示された。一方、単数形では定冠詞のみで性の判
断がつかないため、‘el arte’ と ‘la arte’ の語列で検索をし、その後、形容
詞を伴っている例を探した。‘la arte’ という語列は、規範では誤った語法
であるが、4 種類の文書に計 5 回の使用例が見つかった。‘el arte’ の検索
結果は多すぎるので、1975 年から 1995 年までの期間で 1000 例を得て、
これを検討した。その結果、1000 例のうち、‘el arte’ に形容詞が後続して
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crónico del español スペイン語通時コーパス）を用いて、arte が歴史的に男
性名詞・女性名詞のどちらとして扱われてきたのかを、実例の分析を通し
て検討する。スペイン王立アカデミーが初めて編纂し、1726 年に世に出






可能である。調査の結果、‘las artes’ が 929 種類の文書に 3267 例（99.1％）、








　10 種類の文書中に 34 例が得られ、このうち «ell arte＋［副詞］＋形容
詞 » となっている例は 7 例あり、española が 1 例、mágica が 6 例であった。
mágica は現代でも定型的に女性形で現れやすい形容詞ではあるが、この
7 例の中に «ell arte＋形容詞の男性形» となる例はなく、arte が女性名詞
扱いされていることが分かる。
　4.2.2．«定冠詞 la＋arte»
　214 種類の文書中に 670 例が得られ、このうち «la arte＋［副詞］＋形容
詞» となっている例は 125 例あったが、そのうち 19 例は形容詞の形態か
ら性別を判断するのが不可能であり、残りの 106 例は全て女性形であった。
先の «定冠詞 ell＋arte» 同様、«la arte＋形容詞の男性形» となる例はない。
定冠詞に la を選んでいる時点で arte を女性名詞扱いしているのは明白で
あり、形容詞も女性形となるのが論理的である。
　4.2.3．«定冠詞 el＋arte»
　最後に、定冠詞の形態を el として ‘el arte’ という語列で検索を行った結
果、1250 年から 1500 年までは 114 種類の文書中に 337 例が現れ、1501 年
から 1750 年までは 538 種類の文書中に 2270 例が現れた。また、最後の
1751 年から 1916 年
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　1250 年から 1500 年の期間において、«el arte＋［副詞］＋形容詞» での、
形容詞が男性形であった例：女性形であった例の比率は、1：31 であった。
この年代では、ラテン語 ars が有していた文法性を引き継いでいたという
ことが言えよう。1501 年から 1598 年では男性：女性 = 24：39、1599 年
から 1700 年までは 24：26 であり、この間に arte が男性名詞として用い




男性形の使用が女性形に対して優勢となった。1751 年から 1861 年までの
期間では、男性：女性 = 47（62.6％）：28（37.3％）という結果であったが、
1862 年から 1888 年まででは男性：女性 = 99（94.2％）：6（5％）、1889 年
から 1916 年においては、男性：女性 = 104（97.1％）：3（2.8％）となり、
















1 ）　CORDE には 1200 年代から 1974 年までのデータが収録されているが、20
世紀以降は用例があまりに多いので、1916 年までで断念した。





















































































1 回から第 39 回衆議院総選挙に当選したメディア関連（出版・新聞・放送
など）の職務経験をもった人物をメディア政治家として抽出し、その特質
や歴史的変遷について多様な視角から解明した共同研究（科研基盤 B）「『メ
ディア出身議員』調査によるメディア政治史の構想」（代表者：佐藤卓己、
2015－2017 年度）の一環である。
　本報告は、特に普通選挙制度の下で実施された第 16 回総選挙から翼賛
選挙前までの第 20 回総選挙までの期間に当選したメディア政治家を中心
に分析した。本報告が対象とした時期は帝国議会開設から現代に至るまで
メディア業務を前職とした議員がもっとも多く輩出された時期である。ま
た、この時期は政治権力が構造的な転換を迎えるだけでなく、メディアの
大衆化も進み、メディアと政治との関係が転換しつつあった。その一つの
要因となったのが普通選挙制度の導入であった。ただし、普選の導入によ
り期待されていた「言論と文書戦」は機能せず、むしろ有名性が選挙にお
ける重要な要素となると、議員は新聞を意識した行動をとり、「政治の論
理」が「メディアの論理」に依存する「政治のメディア化」が進んだ。ま
た、有権者の拡大により投票買収は不可能になると期待されたが、むしろ
資金力のある二大政党に有利な環境が形成された。巨額の資金を必要とす
る二大政党は財界との関係を深めており、数々の疑獄事件が暴露されると、
メディアはこれを積極的に報道し、これまでメディアが称揚してきた政党
政治の権威は下落していった。このような既成政党と財界（政商）の不正
を厳しく批判したのが実業同志会を率い、議員辞職後、『時事新報』の経
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営を担った武藤山治であった。武藤は『時事新報』の経営の立て直しを図
りつつ、議会でなし得なかった自らの政治的野心の一つ、既成政党と財界
（政商）の癒着の糾弾を『時事新報』というメディアを通して実現した。
武藤の下で『時事新報』は「『番町会』を暴く」を連載し、斎藤内閣を総
辞職まで追い込む「空中楼閣」的事件・帝人事件のきっかけを作った。こ
の連載は「悪と正義」の二項対立図式で攻撃し、理性的な討論に基づく
「輿論」よりも感情的で容易に扇動される「世論」に訴える普選期におけ
る象徴的な政治キャンペーンであった。
